


































１．はじめに

東京大学海洋研究所・海洋生命科学部門・分子海洋

科学分野は、1990年（平成2年）6月に発足した海洋分

子生物学部門を前身とし、分子生物学的アプローチに

よって、海洋生命圏を基礎から理解する道筋を切り拓

くことを目指して活動を展開してきた。2008年度末現

在、本稿を著している3人のスタッフと、約15名の博

士研究員・大学院学生・事務補佐員・技術補佐員らが

所属している。本稿では、当分野の現在までの歩みの

概要を述べ、ついで現在の研究・教育活動について紹

介する。

２．分子海洋科学分野の沿革

当分野の前身である海洋分子生物学部門は、当初10

年時限で発足したが、2000年4月の研究所全体の改

組・大部門化にともなって時限がなくなり、新たに海

洋生命科学部門・分子海洋科学分野として現在に至っ

ている。

海洋分子生物学部門が発足した当時のスタッフは、

浦野明央教授、長澤寛道助教授、窪川かおる助手およ

び遠藤圭子教務職員の４名であった。浦野教授の北海

道大学への転出にともなって、長澤助教授が教授とな

り、その後に渡邉俊樹助教授が着任した（1994年12月

より）。さらに長澤教授の大学院農学生命科学研究科

への転出の後、西田睦が教授に着任した（1999年4月

より）。ときを同じくして、遠藤圭子が教務職員より

助手に着任した（1999年4月より）。2004年8月には、

窪川助手が新しく設置された当研究所・先端海洋シス

テム研究センター教授に転出し、その後に馬渕浩司が

助教に着任した（2006年8月より）。2008年6月には、

非常に悲しいことに渡邉准教授の急逝があり、現在は、

西田睦教授、遠藤圭子助教および馬渕浩司助教という

スタッフ構成となっている。

1990年の発足時には、海洋生物学において分子生物

学的手法を用いた研究は少なく、海洋分子生物学部門

は遺伝子およびタンパク質の分析を軸とする分子生物

学を日本の海洋生物学に導入する中核となることを目

指した。浦野教授および長澤教授の時代の研究テーマ

は、大きく次の３つであった。第一は、環境と内分泌

調節に関する研究である。生物は外部環境を知覚し、
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7月19日の土曜日に、毎年恒例の中野地区一般公開

が行われました。この日梅雨が明け、いきなり最高気

温34℃の猛暑に見舞われましたが、近隣住民の方々を

中心に566名もの来場者があり、昨年に続いての大盛

況となりました。今年は開始時刻を1時間早めて11：

00～16：30としたため混雑も緩和され、来場者にはじ

っくり楽しんで頂けたのではないかと思います。もっ

とも、一部の熱心な方からは「見どころがありすぎて、

5時間半じゃとても見切れない」といった声を頂きま

した。

13時から講堂で行われた市民講座では、植松光夫教

授に「碧い海、蒼い空、白い雲　－地球を冷やすに

は－」、川幡穂高教授に「三内丸山遺跡の縄文人と三

陸沖の漁場」と題して、気候変動や地球温暖化といっ

たホットな話題を分かりやすく話して頂きました。そ

のあと14時半からは、行動生態計測分野の「海藻の押

し葉」が昨年にひきつづき行われました。参加者は講

師の方の説明を聞いたあと、色とりどりの海藻を使っ

てハガキに絵を描いていました。講堂前のプラットフ

ォームでは資源生態分野の「タッチプール」と底生生

物分野の「カニ釣り」が催され、飼育室の「ミニ水族

館」（生理学分野）とともに子供たちを虜にしていま

した。

A棟1階の3つの展示室では、「今年も子供が楽しめる

ような参加型の企画を」との幹事部門のお願いに応え、

各分野が分かりやすい体験型の展示を用意してくれま

した。大講義室の3分の1のスペースを使った海洋底科

学部門の「海底お散歩」はサイエンス・ビジュアル・

砂絵遊びの三拍子揃った大型企画で、見事今年の所長

賞を獲得しました。昨年所長賞の「しらず（シラス）

に食べてるプランクトン」（浮遊生物分野）では今年

も多くの子供たちがシラス干しの中から「激レアプラ

ンクトン」を探そうとピンセット片手に目を凝らし、

白鳳丸が持ち帰った南極の氷（世話部門企画）も着ぐ

るみのペンギンとともに人気を博していました。休憩

室ではロープワーク、玄関前テントでは観測機器展示

がいずれも観測研究企画室により行われ、熱心な固定

客を獲得していました。

4年目となる研究所ツアーは、例年とは少し趣向を

変え、研究所内の隠れた共通室を回ることにしました。

A棟資源生態分野の電子顕微鏡室～D棟倉庫～B棟観測

準備室～資料室～ガラス工作室～地球環境実験室と回

るツアーを11：30から1時間間隔で5回実施しました

が、各回ともあっという間に20名の定員が埋まり、定

員を若干超過しての出発となりました。

今年も昨年と同様、来場者の半数強を中野区内から

来られた方が占めていました。事務部にもご協力頂い

た地道なポスター配り・貼り、ならびに中野区報の

「夏の自由研究はこれで決まり！」のコーナーに写真

入りで取り上げて頂いたのが効いたようです。客層は

幼児・小学生とその親という家族連れが圧倒的に多く

（ついで5、60代）、子供が体験コーナーにとりくみ、

その横で親御さんがパネルをカメラで撮るといった光

景があちこちで見られました。夏休みの宿題に利用さ

れるのであれば教育機関としては嬉しい限りですが、

この一般公開が地域の行事として定着しつつある中、

中野での開催が来年で最後となるのは残念です。

アンケートのご意見・ご感想欄にはほとんどの方

が、「楽しかった」「面白かった」「来年も来たい」と

いったコメントを書かれており、満足度が非常に高か

ったことが伺えます。「1日じゃとても見切れない」

「年2回以上開催してほしい」といったコメントも多数

見られ、今後への期待も高いようです。コメントの一

部をここにご紹介します（いずれも原文ママ）。

・はじめて参加しました。中2と高2の子供と共に参加

です。海洋研究所が中野にあることも知りませんで

した。子供が海の生物を嬉々としてさわったり、な

でたり、本当に満足そうでした。展示物も、子供だ

けでなく大人にとっても勉強になったり、かわいい

トビハゼや緑フグがいたり、とってもいやされまし

た。夏休み第一日目のいい思い出になりました。こ

んな楽しい催しを開いてくださった生徒さんや先生

方、ありがとうございました。松戸に移ってもまた

行きたいです。海藻おしばづくりでは時間いっぱい
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がんばっていました。ありがとうございました。

・とても楽しかったです。南極の氷のこと、ナメクジ

ウオのこと、色々とさわったり、作ったりさせて頂

き、勉強になりました。ありがとうございました。

ペンギンさん、ありがとう！

・長年近所に住んでいたのですが、渋谷区側なのでツ

アーのことを知りませんでした。とても楽しく興味

深く参加させていただきました。今後の地球につい

て研究されている方々に心より感謝いたします。

・1日ではもったいないと思いました。2～3日公開し

ていただけるといいなと思いました。

・昨年、はじめてきました。こどもが楽しめる企画が

あり、満足しています。大人でも知らないことが沢

山あり、勉強になり有意義な1日となりました。夏

だけでなく、また機会があれば嬉しく思います。

・私は深海にとっても興味があるので、しょうらいは

東京大学にはいってその勉強をしたいと思っていま

した。なので、色々参考になってとても楽しかった

です。来年もぜひ来ようと思います。

・「全部おもしろかった」というのが子供の感想でし

た。「来年もまた来たいです」ということです。ど

うもありがとうございました。

・サメをさわる機会がなくて、とてもよかった。海底

についての知識がふかまった。良い機会だと思う。

いろいろな質問ができてよかった。

・今年で二回目ですが、展示内容が変わっていて楽し

めました。柏に移転しても見学したいです。

・学生スタッフの方が素人の私や子供に熱心にわかり

やすく教えて頂き、色々と興味深かったです。子供

でも楽しく、興味を持てる体験や実験が多く、内容

も濃く、参加させて頂いてよかったです。ありがと

うございました。学生スタッフさん達は熱心で人柄

の良さそうな方が多かったと感じました。これから

も研究頑張って下さい。

・いつも海などに行っているけど、ここまで深く考え

た事がなかったので、とても楽しかったです。すご

くくわしく話してもらえたので、分かりやすく、と

ても興味を持ったものをあった。その中でとくに魚

がどのように過ごしているかという事と深海につい

てに興味を持った。

・研究部門の名前だけ見ても何をされているのかわか

りませんでしたが、今日実際に見学してよくわかり

ました。とても楽しかったです。

昨年700名を越える方が来場され好評を博したにも

かかわらず今年もリピーターの割合が2割にとどまっ

たということは、宣伝不足を意味しているのかもしれ

ません。今後例えば、来場者のうち希望される方に住

所あるいはメールアドレスをお聞きして、翌年の一般

公開の前に直接案内を送るといったことを行ってはど

うかと思います。特に柏への移転後は中野の固定客を

大部分失うこと、近隣住民の人口密度が中野よりずっ

と低いことを考えると、宣伝の仕方を今のうちから考

えておいた方がよいかもしれません。

最後になりますが、今回の一般公開実施に当たって

は準備から当日の運営、後片付けにいたるまで、所内

外の本当に多くの方にお世話になりました。世話部門

を代表して、厚くお礼申し上げます。来年はいよいよ、

中野での最後の一般公開になります。近隣住民の方々

がいつまでも海洋研究所を覚えていてくださるよう、

全所一丸となって盛り上げましょう。
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今年で第７回目、地元大槌町の夏のイベントの一つ

として定着してきた「海の日」の一般公開を2008年7

月21日に行いました。当日の最高気温が23℃という、

夏の三陸沿岸に特有の涼しい環境の中での開催となり

ました。今年は、同じ三陸沿岸の大船渡市を主会場と

して「海フェスタいわて」という全国規模のイベント

が7月19～27日の間に開催中で、特に当センターの一

般公開日7月21日には大船渡港で客船や帆船の公開行

事が予定されていましたので、当方のイベントへの参

加者減が懸念されました。しかし、例年のように開場

前から正門に見学希望者およびその関連の車両が列を

作るような状態となり、近隣の交通障害を避けるため、

予定より15分ほど繰り上げて開門しました．最終的な

来場者総数は1,199人と、過去最高を記録した昨年の

1,254人にはわずかに及びませんでしたが、大盛況とな

りました。

行事の内容はほぼ前年を踏襲し、所内施設の見学ツ

アー、研究紹介のパネル展示といったオーソドックス

な硬い内容のほか、子供たちにも人気のタッチプール、

海藻押し葉作り、釣り堀、生きているウミガメの見学

今年も大盛況

子供たちに大人気のカニ釣り

回転実験台を使って「コリオリカ」を説明

サメとご対面
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など盛りだくさんです。また、調査船「弥生」の見学

は一般にはあまり馴染みのない調査用の船の現物を見

ることができる大人にも好評の企画です。恒例の講演

は，今回は「海の流れのはなし」と題して道田が行い、

なかなか実感しにくい海の流れの不思議についてわか

りやすく解説しました。タッチプールや釣り堀などは、

開場直後から終了まで子供たちの歓声があふれ、海の

生き物に直接触れる貴重な機会を提供できたものと思

います。これらの企画に、センター教職員、学生、東

京中野の事務部からの支援スタッフが総出で対応しま

した。

例年、広報については大槌町の全面的な協力を得て

いますが、今年は特に町の広報誌7月号に、「この夏東

大海洋研に行こう」と題して巻頭５ページにわたる当

センターの特集が組まれ、町内住人の関心を高める効

果が大きかったものと思われます。また、地元の新聞

には記事が掲載されたほか、前日と当日には町内アナ

ウンスによる広報も行われました。町との連携は広報

活動だけでなく、今回は町役場からの提案により、サ

ンマ漁の貴重なビデオ映像を講演会の時間帯を除いて

会議室にエンドレスで流し、好評でした。このことは、

実質的にも地域に根ざしたイベントになってきている

証しであると考えています。

来場者に任意で記入してもらうアンケート（回収数

150）の結果を見ると、子供たちにはやはりタッチプ

ールが断然人気である一方、大人の来場者からの回答

では、「研究内容をしっかり知りたい」とか「いろん

な講演を聞きたい」という趣旨のものが思いのほか多

く、研究そのものに対する関心の高さがうかがわれま

した。規模は小さな研究機関ですが、こうした声に意

を強くして、しっかりとした研究活動とそれを伝える

活動を一層強化していきたいと思います。

9
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無事に行事を終えてスタッフ全員で記念撮影
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１．海洋底科学部門の沿革
現在、海洋底地質学・海洋底物理学・海洋底テクト

ニクスの3分野からなる当部門は、海洋研究所発足時
の1962年に「海底堆積部門」として奈須紀幸名誉教授
を中心に、海洋地質学から地球物理学まで広範囲にわ
たる課題の研究を目指して新設されました。
1965年には海底下の地殻構造及びマントルの研究、

重力、地磁気、熱流量、人工地震による地殻構造の研
究を目的として「海底物理部門」が設置、遅れて1975
年に既存の学問の枠にとらわれず海洋底の生成発達と
そのダイナミカルな動きの解明を目標として「大洋底
構造地質部門」が設置され、この2部門には友田好文
名誉教授、小林和男名誉教授が就任しました。その後
に就任した教授は以下の通りです。
海底堆積部門は、1985年に平朝彦助教授が高知大よ

り就任、その後1994年には末広潔助教授、2000年には
徳山英一助教授が教授に就任しました。海底物理部門
では、1986年に瀬川爾朗助教授、2000年に京都大学の
巽好幸助教授、2001年にテキサス大学のMillard F.
Coffin博士が教授に就任しました。海洋底テクトニク
ス部門では、1976年に小林和男助教授、1994年に玉木
賢策助教授、2005年には川幡穂高産業技術総合研究所

研究グループ長が教授に就任しています。
2000年に行われた改組により、上記3部門は海洋底

科学部門の3分野として現在の分野名に変わりました。
これに伴い、別棟だった海洋底テクトニクス分野の教
員および学生の研究室もA棟に移り、以降、部門の研
究室は全て声をかけられる距離でまとまっています。
また関係する国際共同研究は深海掘削計画（DSDP：
Deep Sea Drilling Project）、国際深海掘削計画（ODP：
Ocean Drilling Project）、統合国際深海掘削計画
（IODP：In t eg r a t ed  Ocean  Dr i l l i ng  P rog r am）、
Inter Ridge等数多く、部門新設時の研究目的はより拡
大し、文字通りの大部門となり今に至っています。

２．海洋底地質学分野の主な研究の紹介
海洋底地質学分野では、地層に記録された過去の地

球システム変動記録を解読し、現在進行中の地質現象
を捉えるとともに、将来の自然災害、資源、地球環境
変動に関わる問題解決も視野に入れた研究を行なって
います。データの取得は、海底地形・地下構造探査、
採泥、深海掘削、海底観察などに基づいています。ま
た、ODPの日本事務局を長年運営するとともに、掘削
プロポーザルの提案、掘削航海への乗船を精力的に行

1

●部門紹介

海洋底科学部門

海洋底科学部門海洋底地質学分野　兼務准教授 芦 寿 一 郎

海洋底科学部門海洋底物理学分野　　　准教授 沖 野 郷 子

海洋底科学部門海洋底テクトニクス分野　　　准教授 横 山 祐 典
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8

7月18日（土）11：00～16：30、中野地区において

最後の海洋研究所一般公開が行われました。朝10時の

テント設営時には弱い雨が降っていましたが、日中は

曇り空のまま、天気の崩れもなく一般公開を終えるこ

とができました。

炎暑を避けられたことが、かえってご近所の皆様の

出足を良くしたのかもしれません。11時からの開始を

アナウンスしていたにも関わらず、10時前には最初の

お客様がお見えになられました。その後も続々とお客

様が到着され、アッと言う間に建物内は大盛況となり

ました。

13時から講堂で行われた市民講座では、安田一郎教

授に「潮汐が作る海・気候・魚の長期変動」、井上広

滋准教授に「メダカではかる環境汚染」と題して、身

近な視点から市民向けのわかりやすい話題を提供いた

だきました。続いて寺崎前所長より「中野キャンパス

における海洋研究所の48年間のあゆみ」が紹介され、

近隣の方々へ感謝のことばが述べられました。その後、

14時45分から行動生態計測分野恒例の「海藻の押し葉

教室」が開催されました。

講堂前のプラットフォームでは、資源生態分野と底

生生物分野により〔中野で海の生き物に触れてみよう〕

をテーマに「タッチプール」が催されました。飼育室

の「ミニ水族館」（生理分野）とともに、例年以上の

賑わいの中、子供さんたちの探究心をくすぐっていま

した。

●海洋研究所一般公開

中野キャンパスより感謝を込めて

海洋生命科学部門　准教授 小 松 輝 久

ペンギンのお出迎え 紙芝居『おにぎりとうみ』

海洋研　ほね部

飼育室のミニ水族館

海藻押し葉教室の様子

海の生き物に触れてみよう

タッチプール

中野キャンパスにおける
海洋研究所のあゆみ（パネル）
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展示・企画は、各分野が昨年に引き続き『体験型企

画』を多く取り入れ工夫を施し、いずれもとても好評

でした。

出口で回収したアンケートでも、『展示の説明がよ

かった』『話がわかりやすくて勉強になった』と、ス

タッフの対応に好感を持ってくださった意見が多く寄

せられました。

B棟1階のロープワーク、海洋研究所のラストツアー

も、大勢のみなさまに満足いただける企画となりまし

た。

所長賞に輝いたのは、

起死回生の企画を打ち立

て、大人から子供までの

人気票を獲得した「星砂

を探そう」（生元素動態）

（展示室A）でした。

展示室Aの様子

展示室Bの様子

展示室Cの様子

好感度の高かったスタッフの応対

ロープワーク 研究所ツアー
星砂を探そう
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受付表を集計した結果、今年の入場者数は1401名。

2年前の最高記録（700名）を更新いたしました。結果

は以下のとおりです。

今年は広報誌（区報など）をご覧頂いての来場が最

多でした。中野区からのお客様が全体の70%近くをし

めていましたので、中野区報に大きく宣伝いただいた

効果は大きかったものと思われます。

来場者の年齢層は、昨年同様、大半が幼児あるいは

小学生を連れた親子連れでした。家族連れに続くのが、

50代以降の中高年の方でした。特に60代～の人数が昨

年より顕著に増え、中にはアンケートに80代、90代と

書き添えてくださる方もいらっしゃいました。

10

小学生未満 

小学生 

中学生 

高校生 

大学等 

２０代 
３０代 

４０代 

５０代 

６０代～ 

年齢 
ホームページ 

14％ 

 

ポスター・チラシ 
28％ 

クチコミ 
14％ 

新聞・広報紙 
32％ 

その他 
12％ 

一般公開を知った理由 

杉並 

中野 新宿 

渋谷 

都内 

都外 

住所 

はじめて 

７８％ 

 

２回目 
１6％ 
 

３回目以上 
6％ 
 

一般公開は何回目 
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アンケートに寄せられたコメントの一部をここに紹

介いたします（いずれも原文ママ）。

・魚を中心に研究していると思っていましたが、雲、

海底なども研究しているとは知りませんでした。中

野に研究所が出来た時は中学3年生でしたが、今年

60才で定年になった年に研究所も柏に移転。新たな

発展を。

・一生懸命、研究されている若い力を感じました。海

洋研は海に近い方がよいでしょう。柏の次は小笠原

に移転して下さい。

・5才の娘は海の生き物を触ったことがありませんで

したが、今日はタッチプールで長い時間を過ごし、

カニとヒトデもさわれるようになりました。サメも

触らせていただきました。シラスに混じった小さな

生き物を探したり、星砂を探したり、体験型の催し

が楽しかったようです。今年限りとのことで残念に

思います。ありがとうございました。

・深海水をもらえてうれしかった。

・海の生物にふれたり普段、見聞きしないことを経験

でき満喫できました。またツアーでは、学生さんた

ちの誠意あるお話がとても印象深かったです。柏キ

ャンパスに移られてからも是非公開して頂きたいと

お願いします。今度は大人も混じって体験できるよ

うな企画を（どうも、子供優先なようですの

で・・・）。

・化学、物理と思うと最初から敬遠するが、今度の公

開をみて、自分の近くにあることがわかった。スタ

ッフの方の説明が優しく、何だかひきこまれてしま

いました。

・星の砂をもっと多くして欲しい。とても楽しかった。

・渦巻きの実験図（簡単なもの）があると良かったで

す。自分で作ってみたいと思ったので。

・カニのつかみ方を教わり、カニのつかみ方をマスタ

ーしました（4才）。

・初めて来ましたが楽しかった。中野から移ってしま

うのは残念です。来年も見に行きたいので連絡など

いただけると嬉しく思います。

・初めて来ましたが、今まで知らなかったのが残念で

す。海水プレゼントもらいに来たのですが、なくな

ってしまったので、とても残念～。

・普段知らないことをわかりやすく教えてくださり、

身近に感じることができました。子供のためにもよ

かったです。研究者の方がとてもフランクで楽しか

った。もっとたくさん日数があるといいです。

・展示室Bでは丁寧な説明が聞けて、初めて見聞きす

ることがよくわかり、とても有意義でした。展示パ

ネルの図や説明も理解しやすかったです。柏キャン

パスでも一般公開をして頂ければ行ってみたいで

す。ありがとうございました。

・サメをさわったらザラザラだったよ。ヒトデをさわ

ったらブツブツしてたよ。カニをさわったらおもし

ろかったよ。

・じっけんがおもしろかったです。シラスのなかから

プランクトンをさがすやつに、すごくはまってしま

って、何度でもやりたくなりました。砂に星の砂や

太陽の砂があるなんて、知りませんでした。

・研究者の方々の輝く眼を見て、とても楽しく（苦し

いことももちろんありましょうが・・・）日々の研

究に取り組んでいるのだろうと感じました。中野か

らこうした文教施設がなくなってしまうのは大きな

知的財産の損失と思われ残念でなりません。最後の

年となって、ようやく参加でき、子供たちが楽しそ

うにあちこちのブースをのぞき込み、取り組む姿を

見て、参加してよかったと感じています。柏キャン

パスでのさらなる研究の充実を願っています。皆さ

ん頑張ってください。今日は本当にありがとうござ

いました。

・ツアーがおもしろかった。普段見られないようなも

のが見れて、色々と勉強になった。サメに触った感

触が思いつかないものだったので、とてもびっくり

しました。来てよかったです。

・来年には柏キャンパスの施設見学会に是非出掛けた

く思っています。海洋研としての総合的な疑問相談

コーナーを設けていただきたくお願いします。

・展示室Aでサンゴの話が面白かったです。あと、川

の実験が面白かったです。またやってほしいなぁ、

と思いました。楽しかったです。

・2009年海底の旅コーナーにて、大変貴重な岩石片を

頂きました。一片毎に手作りとのこと。感謝します。

・子供が隣の東大附属に通っていて、こちらの建物は

いつも気になっていました。東大附属の敷地から何

をしているのだろう？と思いつつ眺めていました。

初めて入ってみて、ちょっとした水族館といった印

象でしたが、市民講座を体験し、私たちには興味を

覚えないような、見過ごしてしまうような事（やが

ては人類の為になること）を真剣に研究されている

方々に頭が下がる思いです。

・毎日食べているシラスにもたくさんのプランクトン

がいることにおどろきました。

・普段見れないような深海の生き物が見れたり、大学

の人達が研究したすばらしい物が見れてよかったで
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す。星砂もとてもきれいでしたし、うずまきを作っ

ちゃう所も面白かったです。イルカはクジラの種類

の一種だということもわかりました。この研究が千

葉の方に移ってしまうのは残念ですが、千葉へ行っ

てもがんばってください！

・初めて参加しました。とても楽しかったです。あり

がとうございました。DNAや星の砂や色々なことを

説明していただき、良くわかりました。柏に行って

しまうのが残念です。

・ツアーがいっぱいで参加できなくて残念でしたが、

子供はミニ水族館などに興味をもち、来てよかった

です。

・魚のことだけでなく、海についての幅広いことを調

べているとわかり、すごいと思いました。色々な展

示があっておもしろかったし、スタッフの方がわか

りやすく教えて下さったのでよかったです。良い体

験になったと思います。

・去年とおととしにも来て3回目だったけど、次々に

新しいコーナーが出来ていて楽しめました。正直、

来年ないのが〔ガッカリ〕だけど、3回とも、とて

も楽しかったです。毎年、海そう押し葉をやり、学

校の自由研究にしました。3年生（1回目）は自由研

究にしなかったけれど、去年もしたので、今年も海

そう押し葉を自由研究にする予定です。4年の時も、

海そう押し葉を自由研究にした人は1人もいなかっ

たので、ラッキー来年もやろう！と思ったんです。

・東大は頭が良い大学として有名（？たぶん）なので、

その研究所に行けるだけでも良いと思いました。私

は去年、沖縄の石垣島に行ったときに、竹富島で

「星砂さがし」を海岸でやりました。ここでも同じ

やり方をしていました。楽しい思い出をアリガトウ

ゴザイマシタ！

・面白いですね。今日が最後ですね。残念です。魚は

増えた量だけ取るんですって、そんなことが出きる

のでしょうか。しかしやっているのでしょうね。有

り難うございます。

・ツアーが良かった。研究所の内部がどうなっている

のかわかってよかった。もっと時間をかけて見たか

った。短時間でも十分にまわれるので、また今度、

来てみたい、と思った。

・サメのえさやり、サメタッチ体験。ヒトデ、ヤドカ

リ、ナマコ、カニetcタッチ体験をしました。子供と

大興奮してしまいました。身近なようでなかなか体

験できないことなので、とても楽しかったです。童

心に返りました。また、色々お聞きし、勉強になり

ました。毎年開催していましたら、絶対、行きま

す！

・深海魚に触ってみよう、がとてもおもしろかった。

指が生臭くなったけれども、感触が良い。牙がする

どくてすごいと思った。

・星すなをさがして、いっぱいとれて、それがもらえ

て、とてもうれしかったです。いろいろなじっけん

ができて、とてもたのしかった。海そうおしばは自

分でそうぞうしたことが、海そうでできるのがおも

しろかった。

末筆ながら、中野キャンパス最後の一般公開実施に

当たり、準備から運営、片付けまで、所内外の多くの

方々のご尽力を賜りました。幹事部門一同、心から感

謝申し上げます。

今回の海の日一般公開が、中野地区における海洋研

究所の存在を強く印象付けるものとなったことは確か

です。柏キャンパス移転後も、中野における実り多き

48年間を活かしつつ、中野キャンパスを越える研究を

重ねて、住民の皆様に一層愛される研究所に発展して

ゆきましょう。

協力：海洋物理学部門　技術補佐員　平田理沙

12

国際沿岸海洋研究センター「海の日」一般公開

国際沿岸海洋研究センター　事務室係長 大 森 弘 光

国際沿岸海洋研究センター（大槌地区：道田　豊セ

ンター長）では、今年で第8回目となる「海の日」の

一般公開を2009年7月20日に開催しました。今年は梅

雨明け宣言もなく、ぐずついた天候の中での準備とな

りました。特に前日は雨が降りだし、国道からセンタ

ーへ向かう県道沿いへの「のぼり」設置は不安な気持

ちと相まって大変でした。午後になり中野からの応援

スタッフの方々が電車で到着する頃にはどしゃ降りと

なってしまったため、天候回復を皆でてるてる坊主に

祈りました。祈りは天に通じ、当日は7月一番ともい

える好天に恵まれ、大槌町の海の日祭りとしてすっか

り定着していることから、子ども達を始め見学希望者
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が開門前から列を作る状態となり、今年も予定より15

分ほど早く開門となりました。来場者数は1,146人と例

年と変わらず盛況でしたが、中野地区最後の一般公開

では1,400人を超える大盛況で、初めて参加者数が大槌

地区を上回った、と中野応援スタッフにプチ自慢され

たことが、少し残念でした。

行事の内容はほぼ前年を踏襲し、館内では研究紹介

のパネル展示や所内見学ツアーを行い、研究内容・成

果や設備を紹介しました。アンケートでは毎年パネル

展示とツアーは好感度が高く、見学者の未知なる物へ

の探求心を刺激出来ていると思われます。来年度は共

同利用で大槌を利用されている海洋研の先生方にも、

研究内容紹介の協力をお願いしたいと思っています。

また、屋外等の実験設備では、タッチプール、海藻押

し葉作り、釣り堀、ウミガメの見学、調査船「弥生」

の見学を行いました。タッチプールは毎年子ども達に

大人気で、開場直後から終了時まで人垣が出来、担当

の大学院生は対応に大わらわでしたが子ども達の楽し

そうな笑顔に満足げで、プールの周りはみんな幸せそ

うでした。好天に恵まれたこともあり、調査船「弥生」

には途切れることなく見学者が押し寄せ、普段見るこ

とのない船内の計器類を興味深く眺めたり、舵に触れ

たりと終日賑わいを見せ、地元の大槌出店組合に出店

してもらった屋台では氷が飛ぶように売れるなど、屋

外の企画にも人集りが途切れることはありませんでし

た。

午後の講演では、佐藤克文准教授が「大槌周辺及び

世界中の海に生息する動物の比較研究」と題して、魚

類に限らず鳥類も含めた動物の行動について比較研究

した研究内容をわかりやすく解説しました。講演後は

多くの方々から質問があり、何度でも聴講したいとの

嬉しい感想もありました。

今回で8回目の開催となり、地元には馴染みの催し

となってきましたが、今回も町内アナウンスやポスタ

ー掲示、チラシ配布などの広報活動や、タッチプール

等企画のための魚類提供と、大槌町には全面協力をし

ていただきました。一般公開だけでなく普段の研究活

動においても、地元の協力無くしては成り立ちません。

大槌町への感謝の気持ちを強く感じるとともに、今後

も地元地域に貢献するセンターであり続けたいと思い

ます。

大好評のタッチプール 「弥生」には常に見学者が 海藻押し葉づくり

釣り堀も大いに賑わった 非常に好評だった講演会 所内見学ツアー
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